


















































































(to define it) is One Person, of whose Acts 
a great Multitude, by muturall Covenants 
one with another, have made themselves 
every one the Author, to the end he may 
use the strength and means of them all, as 
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　 　A PERSON, is he, whose words or 
actions are considered, either as his own, 
or as representing the words or actions 
of an other man, or of any other thing to 
whom they are attributed, whether Truly 
or by Fiction.
　 　When they are considered as his owne, 
then is he called a Naturall Person: And 
when they are considered as representing 
the words and actions of an other, then is 





























12 ホッブズ『リヴァイアサン 1』第 16 章：260 ページ。英文は Hobbes [1651=1909]:123.
13 自然的人格は人間を指示するものと一般的に理解されるが、後者の「仮想の人格または人為的人格」について
は、解釈が分かれているのが現状である。人為的人格は代表するものではなく代表されるものを指示する、との
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22 ホッブズ『リヴァイアサン 1』第 16 章：261 ページ。引用の〔 〕内は訳者水田洋による補足。











































































24 ホッブズ『リヴァイアサン 1』第 16 章：265‐66 ページ。
25 「主権者〔コモン－ウェルスの人格を担うもの〕とされる人が、あらかじめかれの臣民たちとどんな信約をもむ
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43 ホッブズ『リヴァイアサン 2』第 22 章：111 ページ。
44 企業責任の問題は、応用倫理学の一つである企業倫理学の中心的なテーマとなっている。詳しくはビーチャム＆
ボウイ [1997=2005] を参照のこと。企業責任、とくに企業の道徳的責任をめぐっては、周知のように、企業＝







































































46 Jensen and Meckling [1976]:310, note12.
47 後藤 [2017]:16 ページ ; Jensen and Meckling [1976]:311.
48 Jensen and Meckling [1976]:308‐09.
49 法人論争については、福地 [1998]、とくに「1 法人法の理論序説」を参照のこと。
50 「〔臣民の〕「すべてをいっしょに」というときに一人格としての集合体 collective body を意味しないならば、そ
のばあいには、「すべてをいっしょにしたもの」と「おのおの」とはおなじものをあらわ」すことになる。ホッ
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いし extrapolation によって「擬人化」されて、「法人」juristische Person という記号で指示されるのである。」
川島 [1875=1982]：74 ページ。引用にも明らかなように、川島においては、法人は人間個人への擬人化によって、
つまり擬制として成立するものと把握されている。
54 ホッブズ『リヴァイアサン 2』第 17 章：33 ページ。
55 会社それ自体を代表するものが取締役会であるとすれば、それは既存の会社法規定とどのような整合性をもつか
ということが検討されることになる。それについては、「チーム生産」というコンセプトにもとづき、利害関係
者間の調整機能を取締役会に期待する議論を展開している Blair and Stout [1999] を参照のこと。
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